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刻

勝時

寛店

田開

前号の 称

に名

刻
時
店

閉
び

及

敏

並

よ所

る住

すび

着及

到

知法

出道に

提海び

う北

っ

と堀あ

こに

る事人

す

）い該い
が

届規意 ７第て大て ２－

が小を ア条出模見 ピ６
っ店す ー２あ売有 コ第
のた舗る ト項
規。を者

定設は

に置、

、者に

りる面

号よす書

し北

定

は 指
り

お
と又

の

後

堀
所
事

知

。道住 た海

時時

９９９９ 店後後後

時時時

表

る達代

きは

でて

刻分

り

平同次がよ

の

也者

。

との平

成のそ

お周成

り辺

大地年 日
也月

年 達
定

指



り 北

大大 海

規規 道

模模

関

告

小小

平す縦午

示

売売

成る覧前

第 法時９

店店 年律間時

舗舗 ７か

立の 号

和午地設

月昭ら

北 海

２３

出成出縦北北縦

届平届
書覧海海覧

営
業年

十間

政月年等場道道期

月縦済勝

策日７の所経

更日地庁

変４覧部支

の

道 公 報

来更成更

変平変

イ

す 株客変変す
７理 会が更更る年る 式

））月月由 社駐前後年

メ車
場午午日

第

会

ー式雄式 小ホ株北株

キパ

売ッ社ッ社

マ会ラ

クダ

号

平株 成式変
十会更
四社後
年メ）
七

後法置 日
年５者
成ら

火法時平か

）律

変 か第分
ま年更 ら

で法に 号

第い ） 月律つ

にて 日
定号届 規

域商

る ）附が す 月）出

観
課働

め業労

た産工

の

課
光

ト利９７ ネを前前日 ガ

らら プすかか ッ用時時

と後後

こ午午

る
が

で ９きまま 前で時時 午

時 時るで
間

式イ株ー 業株イーワ

分

社ラ

者社会ド

会チ式ズ

開午午前午前午
グ 名ッ

前前 前７７前

９９ ７時時

時 時時 時

分分 店

ガ

たた 分））

月ネ 十ト 六ッ 日

午
プ

火

９
前

曜時

日

た 日 で第っ 休 ま則あ 分

を５

。 日１ く 曜第 除 日条。
に

日定

曜規

土の ） 、項

後
午

帯

民、

国り

びよ

及

時年年

、、

しし

だだ

８

間間

閉午午午午

刻午午

日日

午

９９９９ 店後後後後

にお

日と

祝の

の次

８
後

式セ は小氏株パ株ス て
表会マ会ブ 名 代売式ー

者社ー社ン 業

来更成に大

変平次

イア
掲規 客変変す
７る小

が更更る年げ模

時

駐前後年

イ磯更規大

ダ上変大
ア

小模更

エ郡し模規変変

上磯う売小後

更 ー上よ

時時時時時

前

１

刻分

成出大名株東大

平届氏

事規式京規

小社港小

年項模会都模

時

月概売ジ区売

７の

域
なの月

お生
に

法境で

同環ま

、活日

デトオ を又 ８保北

第の

名うート 氏は 行ィー の

の称イク

ハッ 者名

・バ
港

都都 住京号京

東１東

月も売

公田

芝三

区区

港

年午日３の店

車））月

に

を前間前日の舗

場午

８う 利９

時ちお
、い 日 用時
す午て

９ こかの小 後 る分分

し午更業 時 と但ら変売

が

後にを
う ） き年９係行 分 で、

町と店売）

ま る間時る

午午 店七す舗店午

） 磯

施に９

前後 重るの舗前
９ 浜事
のいか

時時 四項設お時
） 丁

営小午

但ま 目運てら

しで
年 １法業９

、 番方売後

関行ま

間 号にを時

要店ェ六店

日 すうで

名

を・木の

日舗ー本舗

・目及

置ー丁称

設イ二
在

者ル番所

るエ２び

す
又取

名表

氏代号地

の５

た渡

第の道

条持海

は締

規慮庁

の配支

項め島

２

働

基き労

にべ工

定す商
つ課

、に光

き項観

づ事

丁目

二丁

園三

当

目
４番 所

番
締締

表取取

表表 代代代

も者

者役役

時で

帯午ま以氏

間日分のの

時事は

８の又

前で外名
項名

午所

ら住

かび

）及

分称

前 事の
午 る者

８び

後並

及
か 刻

） 時
時 店

９ 項開
刻時 時８ 店後 閉午 び

ら

所
住

び内

及中

称
名役

但

人

知法

道に

海び

北並潤

て到

該いに

っ

堀あ
に

事

小をる

模見す

規意着

大

出

舗る提

店すう

売有よ

を者

九設はす

八

が

る面と

す書こ

置、る

康公

氏

田野

山住 の 者に

法

時に

史一 名 に

分人 間
年

、
し

、
しっ

但あ

で

の

也者
表

達代
は

て

日

成。

の平る

そりき

がよ
周
辺
地年



株ン有ュ有平 式ド限ニ限成 会会テ会十 社社ィ社四 フクダ年 イレリ七

北 海

松式堂ス

有有平株ーエ

社社社ー

会会会テ

限限

川の幌株

佐靴札ル

道 公 報

式式式式式

株株株株株

社社社社社

会会会会会

ニメニっバ

ハアサるオ

第

会会

式会式式

株社株株

は法三鈴

社祉社社

会福

こ人貴丹

号

社四

会喜

式
株田

久
藤浜

ッイ月 シズ十 ュコ六 ラミ日

幌番館幌目

札１函札丁

市市７ 市
中松厚番火

区町区

央風別２

曜

３番別

南８厚

日 中

社

服ーン会

呉スカ式

条

函千５東番

ール

店パガ

郡市市都

部館葉京２

茅

区区

町川央宿

森松中新

中西

字町

御

くラ

町５四宿

幸番央新

番旭函札

屋

ズカ

ーリー

仙 い

市市市

わ番台１川館幌

雲区

市太秋東北

き１市

７

島区２町北

鹿白月

町郡条

熊字丁１西

走山２番条

－名号

屋会

柳愛

て侑

だ

京３古

函上番東

館磯

中

万上豊市

市郡号都屋

七東栄

町町区区

代磯島

浜袋丁

番重池三

３

名上番
郎

古磯
久

東町

名磯

市上

屋郡号

社別

高根

区

代

目５

丁条

四２

東号央

締締

取取取

表表表

代代

藤藤塚

佐佐大

役役役

締

丁三

目丁

３目 番

番
取取

表表表表

代代代代

役役役役

締締締締

取取

号１

川松島山

佐平田丸

瀬番目

七ノ９丁

字籠目
３

本
松

表表表表表

代代代代代

締締締締締

取取取取取

江斉小藤小

役役役役役

尻藤野田原

号六三目

丁丁

目目番

８４
取取

表事表表

代理代代

木伊

役役役

締締締

取長

番丁

１二

杉場村佐

若大

目
１

照

隆正

藤
後

役
締
取
表
代

エ

士徹
規駐９荷午

大
模車かさ前

小場所ば６

ウ
敏好夫朝

正巳

大

廃 荷 駐 規駐

棄 さ 輪 模車台 場ば物 小場

正春晴夫

義憲清英徹

寺

イ株限大 アム植有

イ

久

小 テ会社模 ・式嶋会規

株株

彦俊巨博

正茂和治

会会

式限式式式

株有株

巳
正

社社社社社

会会会

き時

社社

会会

式式

株株

舗動設ら

店自施か

売の
施のお後

の車に午

設出い
さで

運口荷ま

の入て時
行

にを

法き

方数ば

営の

収施の

売ののき等 台

関

台の管

舗容容設保

店収
設積設

施数数面施

の台
る

す
関

に
置量

配容

のの

子バ店 ータ売 イ社紀フ

舗
店 コの レ内 テヤ舗 ・

積 号京館館面 １東函函

原風合 文美松の 都市市

松サ

音丁９

区３町計 京

クリ

オロッ伸ン

リブナ

東

ン
ー
ェスオ

チス

１名函豊札

市市地都

古館中幌番京

部央川

市田服中品

屋市

町南大

和町元区区

平家

ェバ

シド

ルル

マコ

一７

央

中中

都都

京京

東１東

と

るこ

すう 銀銀

区区

央

間
時

る
き
で

項が

事

九 帯

九

羽目番項
事

二
表表

代代

号

目６

丁番号

番二３崎

役役

締締

取取

丁条一

丁
目

６

番１三目

１号目東丁

番丁
表表

代代代代代

３目番

締締

取取取取取

表表表

座座

役役役役役

締締締

番番

２２

目目

丁丁

六六

役役

締締

取取

表表

代代

松辻

典也

長謹

中子

田金

光太
信

山田田葉

横越成 多井

幸哉廣雄郎

卓恵栄

剛二
武

田上



１２ 北

次 海

の平落漁落 道

と成札業札 告

に取を お 示

り年係締決 第

一７る船定

般月特北し

定王た 競 号

争日役丸日

北 海

区満

のの平

次そ地田女

地関成

区係
月

つ類７

に書年名代別

事ほ畑道

いは
て、
、平日場地、

道 公 報

北 別

海

北

土町

道

海

土平 道地

告 地成 告改

示 改 示良

第 良年 第法
区７
の月 昭

号 定 号和
款日

第

前

縦北北縦平関縦午

に
る時９

覧海海覧成す覧

場道道期

律か

所経渡間年法間時

部支月ら

済島７

地庁１昭午

号

出成出

届平届

２３

平書 年
成月年等
十日７の
四月縦
年２覧
七

に名修

札の架

入務上

日

数

落び事

り及工

よ称理

た
し

定
決式

を一

者量

札

備総画

道成整帯区

営
土年合整

月い備、 業

地７担整理

手暗

改
良
業か成いょ

事日育担き

］育土

のら型手、

の 土
地日成層

良、画］良

改間区型改

認
第を

律更
法変

年の
可

。 第
た ）
し 号

５

域商６和後

２
第

条

産工日

業労年時

課働火法

で

光か第ま

観）律分

課ら
号
） 月
に
定

規 日
す 月

月
十
六
日

火

曜

日

一整、

堀
事
知
道
海
北

。 事
変の、業用

業般理農農

北き用造

更縦暗用地

種

水）

画に海ょ排成

計覧

類農

定す知、

を供道）
縦北北

。堀

た。
める事

に
定

規
の

項

覧道道
海海

成

事 平

知 、

道 り

海 よ

北
堀

を
日 で休 まる ）

月
７

年

曜
土） 、。 日く 曜除 日

更の１

也
達

国
び
及
日

北

道しそ日 海

たのか平道 道

。関ら成路

路
告

の

法

係２ 示

図週年種 第

面間７類

昭
和

は、月

庁

也支支

場山走

達檜網

１２
所庁

業業業業

作作作作作作
間域

種期地種期地

業業

門

也 、
日

達 ４

類間域類

号 北

釧） 海

第平 道

成

路
告開 名所

条 示発 在

に年 第

お７

建 称地

設
い月

４５６７

日
祝
の
民

競一一平契 落

争般般成約 住札

に の競競 金

相争争年関 所額

手入入北す

３

円方札札海る

者
成札氏

平落
月名
６氏
年の名

、一 号年

縦

律海の道

法北般日道

建覧

第道
設に

路る 第

道す ）部供 号

整。

標公平厚

及 １

課 第

備 条

町

共成茶共成岸

公平
町測 測
７７

量年量年
台日

路４路５

道月道月

測ら測ら

帳か帳か

台日

量 量

部

）月）月

て 号長 北北

す
ら 道道用

か 海海準日

林市同
次 産幌る

、 水札

お 部央第
と 務中法

の
り 資区

条１
共 管３第

公 源北条

をの道事

量 課西項
測 理

定告示を

内決公告務

稚

当

末し第担

市
広た

す

１織

目組

丁続る 号 １手

名

番の

及稚

及

号称

株
設

施
所湾
住港

日び内

規

北 の

び 項

表
代

社
会
式

土北 り

広 よ

帯 に

道 定

海

の

業知 路

現道 道

木海 、

え を

備堀 域

に 区

所事

規
を ６の

でで

まま

日日

る
るよ

すに
施 目定

実 丁

量が道 測知海 、通北 旨
っ事 法あ知

取

地
在
所

び

和。堀 昭た

倉
米

役
締

一弘

〇
〇

り

、 お

て達 と

い の

置 次
変示
告也 也 第

律達 法
年



４
面立位

埋

平 て

成 ２３４に

十 ののの関

四 地地地す

年 点点点積る置

七 工

北 海

３
位区

埋
域置域点

地

区の
１

立

道 公 報

週１２
名住代

の、平出出

そ間

表

願 願公成

の 書衆
び縦７の 年 及の年願者

日者称所名

関覧月氏 月

係に
図供日

第

免 北

公許 海

有を 道 中地

水受 告

面け 番 川先

示

埋た ３ 郡か

第

立い 地 幕ら
別中

法旨 先

町川

、 ま号 字郡
幕大次 で

号

域
区

線の
路

路道区

２３
明

名

月 事

十 の山

六 施越 １２３

日 行郡 ののの

区八 地地地

域雲

らら東

かかか町

点点点

ら

火

向向向５

方方方野

曜

、

角角角番

日 度

山次点よ落秒分

度度

部 越のとる

秒 測 郡

方

東 八１４量、の

地地成＝向

野 雲ののの
） 町

漁 東点点果－
港 野かとを
原 ５らを使
結用点 番

の 、４ん）

地 のだ北

幌海

はる平北札北

書す

道市道

、。成海

北

月区

道５央事

海年中知
北堀

函
館

６也

現西達

木条

土日３

と 別別正の

猿

所丁

業

町
字年お

第願

１別律出

猿法り 番

が
２。

第た

前後）っ
号あ

第
条

変後

線
場

車間

停
別

幕
倫

番

敷
前別

更の

、 分分 分

番

方 方び のの の及 秒秒 秒
方 向

番 向向

１
地
先

点
点点地 地地の のの

、点に、 緯 番地線
まよ＝ 度

番でっ

分 及をて

び順囲
次ま秒

番にれ

１結た）
ら 東 先だ域か 、 地ん区

方 経 の線
公及日向

い北

置
え

備
に目

有び本

堀

の
示事

告知

、道

て海

１

起
ら
か
日

項
の

らでらで定

かまかま規
り
よ
に

、
公
有

重
長

延
員

幅
の

地

の
面
水

点 国

測度角 水
面１地
の系度 分

地に

表
住代位区

埋

イウアイ

の１

３
て也

し
算達

立

北

公埋 海

有立平ア 道

水て成しし 告

ゅ氏 面に 示ゅ

埋関年ん 第
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合等金が 分 め開場い税

入のはにのあ の る札

請る 札日、係
相のき

にのそるに求と

て 効 方要 第い
関前れ課

２ 入 項、 法法な否他 １
に 規に 札 の

よす 場る に定 の限 定規

交し 定資 で） りる 所。
予有 す者 たを 付た め格

付 」 うこ第に

納

し るを

関所 の と とと
う る。る

免 い す。号す

下項幌

、 。 者以事札

除
付 相 、医

納 ） は

法 額 の務大

方 当 そ財科

は 含 の則事

等 を 者規学

政 。 積と局

、 む 見」務

平
、

は所時金

合
にに

成
月。。

８じじ

年同同

所病り

で
ま

日

得 在院札

る

線 計中内 会市。

地課幌
係央
区
南

西
条

、

す日に税当とは

目
丁

業るにそ

るま応事すき

件にな者金加の

条でじ

をす数

に札けで額算端

医ばる入る金

違幌れあ

とを

し科なか札こ額

反
学な税に切

た大ら免書

入

載費捨

札長い事記消り

、ら者す税て

はか。業

な 。落 定

無、でる等る

制の と の者 者 格い 札 価

札 範入 。 のた る 限し す

則 っ規 あ務 で財 内、 囲

の っう院

令 ） もい病

て

た。課

第

契）会
係 の の
約第計 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

必
に

地ま 務 以
び条 財 額

２

）
着

納札の平係道当

入次に
一行
該 にい成るが
調 入参ず
に北競指
達 加れ年般う

当）

効提あこ相。
場す

を

すしか。額

と出ると

１

。
るたを

達

成札調調納

平入アイ

に達名数

期

７すすす

年付をを入

最第
月るるる

低
価各

の条
札

次 幌

の 医

と

．

科

お 大

り 学

一 告

般 示

定 入
消の 則 の
方で 規 上
費
税札昭め

．．．

１２３．１２３

．．．

．

詳こ
細の
は入
、札

競
品 るも海争名

物 入に

当告札争
に 所者該道入

は札
し 必す示又入

関 に

指に
、 札要る第

札 幌なこ
又競し
幌 医資と号名関

指内 大は争て
市 科格。

をび 医成札名及 学平入
に札 学

事物物

幌 部年参停

の

等等

日項品称量品日

井式様成

名天２仕平

の
称
及カ等

びセ年

量ト入月 数ッ
エ説日 形札
金 ア明

競 第

争
入 号

札
以
下
入
札
」
と
い

札よ
説る
明入
書札
に執
よ行
るは
。、
公
開
で
行
う

に 属海すさ市 附北加止
接 ん告資て隣 が道るれ

る 究第をなす 研示格い
町

号すこ市

所９有い

一

村

にると

〇

に

規こ。

五

書

道又

る店

す。本

定と

幌書

札様
仕

び

ン及） コ

秋
長

学。

大る

科よ

医に

う
。
）
を
実
施
す
る
。

。

の
品店

物支

のは

明
豊

野

入業

購営



参
札札提提開

要入入そ

申希のの 加加出出

札 参

他
お 書者

に 込望期場

時

のは限所

北 海

っ

７８９

便札入約

郵郵落財て契
作

規 等及者札書

務 交便

則 付にびの
報定効の

第 よ電決有成

方る
入に方な要

法札よ法入否 条

道 公 報

６

保第う入

入以証入。札交

札金札）説

にを保第明付 条 下

書 の 消 参納証

の場 ７

しすの交 及条 費 加付金

等 よる納付所 びか 税

第

４５
札

幌札入入開開

札入入

の保 科行札札札札

医執
事所

証 学場場日場日

大
務及所時所時金

号

）約海

所契北
３

平を条道

成有項札
十しを幌
四、示市
年迅す中
七

、 出次

て 提、

い 速場央

に よ成海幌

２ に平北札
道医規 り

す 定７幌大

定 所年札科
中事

る の月市学

資 入

を 参区局

格 札日央務

し 申）１財

有 加金南管

札限 項 入に １ る札 第

場認。 規 幌のはる の 札
でなし に

科所め） 定 医
付。者 り

学交いた よ

大

た

局る落 め

務すを 定

事

付に 北ら

財者 予

管。札

と ととの関 海第 」 うこ

す北 道 い す。免

事道 務 う る除条る海 財

は納で項札 規 。 者、ま

方定市

相 、付の幌 則 ）
当 そ

等る央 和 額 の法め中 昭

を 者
含 のはと区

地ろ１ 北 む 見、こ南 年

管日
局び

。 積

海幌成にに

財時北札平
同同

課

道医
幌大７。。

札科年じじ

市学月

中事
区局

央務日

１財）

南管月

月な所区

十ア南

六フ１

日

ー西

タ条

サ
ビ目

ー丁

火

が
ス

曜

能
可

日

い 書西

な 込条課

な

者 を

入 るた すし 出目

の 提丁

定

則
規

務
財 。、 と札 こ

限
制
。 の

る 格
す 価

課と 条 海

の
低

最
で

内
囲

範
の

の っ自よ西 道 ） も方に
規 た治る

契法。丁 則

の
約施目 第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当
消昭以 相
税

規 以
び政務 額

及年財 る

西入前

条課午

地令

札

第

。
と

こ

目
丁室時

４５６
各

条

契随随地 随

約意意方 氏住意

の契契公 契

相約約共 名所約

手に団 に

２３

も
を

格
価

係円方よ

意

の平随学契平随

次

１

契

と成意校約成

契間の お

手６の

り年約コ相年約

月係ュ方月相

随７にミ

」 の
方第則 上

意

消
税札）い

費号と 入

海
北
道 イ

教 こ詳

育 所の細

委 入は

員 在札、

会 の入

約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

算額で金とかす

札 げ金
掲札落

に入
号ア

東るをっ
体 入に

決 る額

定理
物 ヌ京契決た

の エ

等 テ港金し由
品 ・都約

続

は ・港手

又 ィ区額た

目役 ・丁定 ィ１特 テ南
ェ１調 ウ番の ム９務 コ

手

達

るニを 契

ー定の

約日特ケ決日方

ョた名

相役シし氏

の定
名シび

方のン日及

手務
ム

定及テ所

決称ス住

を

業

。量発

た数開

しび

教 執札

育 地行説

長 は明

告 、書道

示 郵電公に教第 便話開よ

育 番番する

号 号号る。委 。

員

－－会
教 －

申事称

し）あ額なをる

か入たし務

たをるをっ

札

額っ免札者出を

金も
て税書はる担
す医

当落事に、こ当幌

札。る科

該札業記落と

格です決組大

金価者載

の事

にとある定織学

額

かと速名務

１するこ後

定
未のを。や称局

円る

費
た び消

当 及る
に 札係

告の
は 公等

て の税
っ こ

書 めい
札 定扱

入 に取
、

株手 ア号

載 札

記 入

に る

め
定

を
例 社特 会の 式続

令
政

る

委
育

教式

道一

海
北務

平

相
長
育

教
会

員

育 札

長

市
幌

告

線 中内

示 央
区
南

西
条

１

び財

満で問か及管
目
丁

端入ず消所課

の、わに

がに見税地

数札、費在

っ課

る加もの

あ参積等

は者契事

きるた税

とす
額で

そ、金者

、は約業

れ 関

さ に

端費のあ

の消

当 に

に 件

額 条

金 る

た す

該 違

一金 反

〇額 し

六

入の た
札

秋
馬

第
令

政
年

７
成

は分

る

夫

数税

か

を係税 の 額に免 分 金等

事 切る

効に

無５

、の
り課に業

。
るす

す当

と相



代製う型式の
２

平 造事成 又業遊遊型 表

十 は所技技 者四

の検の機機年 査所のの式

七

北 海

式の概要検検検検又

１
遊型製型申名 定定定は

及 年有 造 技式請称 定の

験のび 番効 式業 機試者

月 の

道 公 報

検又代製う型 成
平

定は造事
技 者 ７申名又業遊 年表

者及検の機 月請称は所

の

のび査所の 日

第

条務た 北

遊のの 海

技遊で
の

道

機技、
適

公

の機同
正

安

認の規
化

委

定型則
等

員

及式第
に

会

びに９
関

告

型関条
す

示

号

７
契

称地 第に在 ）約名所 号
関
す

務海海 １事北北 第る 条

を在種区 氏

月 名行地類分名十
六 代群ぱ遊フ日

取県ん機ー

表馬ち技ィ

役勢遊認ー

締伊このバ

崎技定ウ火

島三びン

毒市機及ォ

曜

秀町式ッ

和型テ

日 のド

間名所

区番氏住 期 者

行

第公群株

分名名号日号
平 株 遊

示馬式 成 式 技

の県会 機ド会

日桐社 年 のラ社

生三 認ムサ７

成境

定クン月号平市共

及ラセ

野 びッイ日

式ュー７六

型シア年町

氏住を在種 氏

のル月丁

株代愛ぱ

名所名行地類

会取県ん

知式表知ち

愛
サ役沢遊

名社締稲こ

県
市セ梅大機

屋ン市技

古

義高 北区ア町

中イ村矢

す第
る

のル孝松 海丸ー

式 第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委
第 規適公

律 るにり
員則合示

しす 会

札 第を道道 項

昭てる 号

す庁市 号当育幌 ２担教
区 定組画央 規る企中 の
名部３ よの務北 に織総

び政７

及育西

称教条 る
所策丁

検
規
る
す
関

１に

地等

番定

目

第
条
６
第
則

検ア

定ン日

ィら地 にデか番 等ド）

６
第
則
規間

る年

す３

関

二ン十 公内ア五 道

第
条

地 員目デ番 委丁ド二 安

ィ

委番一 会

和い。 ）

田
潮

長号 員
告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業

製う

イ
号
１

地
在課目

４

定定は造事

検検検又代
は所 者 定の申名又業 表

概要検

４

イ
号
１

有請称

製型定

造事
製う型式の

は所技技式

又業遊遊型

年 造

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定

制）

年有 造式請称者 定

６業っ

第び行

）及を

号

検検検又代製う型式
３

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

造式
製型定

概要検

有請

査所 番効の 者及検の 年

行地

氏住を在 期氏 のび
東株代栃千

号間名所名

示京式表木葉

第公
の都会取県県

日江社締小四

東エ役山街

コ福荒市

号平区レ市道

明田井鷹

成有

の

験 式業 検の機機試

年三

在種区番 者月 査所のの

平

行地類分名名号日

を
愛ぱ遊わ株

成 知ち技く式

県ん機わ会

年 名このく社

定ッさ月

古遊認ネま７

屋技

市機及トむ
ら日

の 試者及

白型１遊

天び

者氏 月 験のび 番効 式業

日号間名所名

番氏住 期

平第公愛株代

名名号
株

示知式表 成 式

の県会取 わ会

日名社締 年 く社

古ま役 わま７

市む後

くさ月号平屋さ

成 ネむ

天ら藤 ッら日

及検の機機
ト遊年白遊

のび査所のの 番効の 者

類分

氏住を在種区 期氏

愛ぱ遊

号間名所名行地

式表知ち技

第公愛株代

示知
の県会取県ん機

日名社締名この

古ま役古遊認

市機及

号平屋さ屋技定

天ら藤天び

成市む後

者月 験 業試

年白遊白型

平

名号日
番

株

成 式
会

年 社
共月

三７
日

台
丁 地

月目夫一 番

７丁貞

１

番

）地１

日番目

か
３

ら地

一 年〇 間七

等

町定

砂検

中の

区式機

に

常

６
第
則

規
る
す 地関 番

機７区機
砂

１月中喜

日町
）

常区式

間
年
３地 ら番 か

砂検

月中喜中の

７区機
砂

等

日町町定

）

に
る

３す 地地 ら関 番番 か

号
１

第
条

６
第

則

間規

年

イ
号
１

第
条

イ



定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

北 海

検検検又代製う型式
７

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

道 公 報

事
製う型式の概要検

６

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

第

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

号

型式
５

平
成遊遊 十技技 四機機 年のの 七

日号間名所

番氏住 期 者

平第公大株

名名号

ス株

示阪式 成 カ式

の府会 ル会

日大社 年 ス社

阪藤 カタ７

成中事

イ月号平市商

ヨ

央 ー日

種区 期氏

月本
７内

年区

所名行地類分

氏住を在

公東株代群回遊

号間名
示京式表馬胴技

第
の都会取県式機

日品社締藤遊の

川タ役岡技認

久鮎及

号平区イ市機定

五ー木川び

成東ヨ

型 年反

式

番 者

月一男の 番 ７田文

類分名名号日

を在種区

平

行地
群回遊サ株

成 馬胴技ザ式

県式機ン会

年 藤遊のウ社

定イイ月

岡技認ェタ７

市機

鮎及ブヨ

川び－ー日

型
式

所名

番氏住 期 者氏

の 番

東株代

名名号日号間名

平第公 コ株

示京式表 成 コ式

の都会取 パ会

日品社締 年 ラ社

川タ役 ダエ７

東ヨ久

イレ月号平区イ

成 スコ

五ー木 ２日

種区

月一男

７田文

年反

月類分 十
六回遊 日

機定
技認

遊の
式機

胴技

火

び
及

曜

式
型

日

町

の

３番
ら１

か目
）丁

日一

丁検 地

間号
年４

関

か番に

）６等

日目定
則

間規

年る

３号す

ら３ 関
に

等
定

検 地

第
条
６
第

丁

第
条
６
第
則
規
る
す ３号
ら３

か番
）６

日目

規
る
す

関
に

等
定

検

間
年

第
条
６
第
則

製型定

型式の概要検検

２

年 造 技技式定 遊遊型

要検検検検又代製う
号

名又業 定表 定定は造事

式請称は所 者 定の 型申

う型式の概

９

号
２

年有

製 表 定は造事

検又代製

技技 者

申名又業遊遊型
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